
 

 

 

 

粕屋町 橋梁長寿命化修繕計画 

（個別施設計画） 
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１．長寿命化計画の目的 

１）背景 

○粕屋町が管理する道路橋は、現在 122 橋あり、このうち建設後 50 年（1968 年以前に架設）を

経過する高齢化橋梁は 5橋ありますが、今後 20 年後には、管理橋梁の 89%を占め、急速に高

齢化橋梁が増大します。 

 ○このような背景から今後、増大が見込まれる橋梁の修繕・架替えに要する経費に対し、可能

な限りのコスト縮減への取り組みが不可欠であります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２）目的 

○粕屋町は、限られた予算の中で道路交通の安全性・信頼性を確保するため、道路ネットワー

ク等地域特性を勘案した上で、これまでの『対処療法型修繕』から、『計画的かつ、予防保全

型修繕』に転換を図り、長寿命化による維持管理コスト縮減を図ります。 

 

２．長寿命化修繕計画の対象橋梁 

 

 

３．健全度の把握及び日常的な維持管理に関する基本的な方針 

１）健全度の把握の基本的な方針 

○健全度の把握については、橋梁の架設年度や立地条件等を十分考慮して実施するとともに、

定期的に点検を実施し、橋梁の損傷を早期に把握します。 

２）日常的な維持管理に関する基本的な方針 

○橋梁を良好な状態に保つため、日常的な維持管理として、パトロール、清掃などの実施を 

徹底します。 



４．対象橋梁の長寿命化及び修繕・架替えに係る費用の縮減に関する基本的な方針 

○損傷の事前予測や劣化予測を行い、予防的な修繕等の実施を徹底することにより、修繕・架替

えに係る事業費の大規模化及び高コスト化を回避し、トータルコストの縮減を図ります。 

 

５．対象橋梁ごとの概ねの次回点検時期及び修繕内容・時期又は架替え時期 

○対象橋梁について基本方針を基に、今後 10 年間（短期計画）の概ねの修繕計画を検討しました。 

○早期に対処すべき橋梁の修繕を優先しつつ、計画的に予防保全的な修繕を行う計画としました。 

○尚、本計画は修繕事業費の制約や日常的なパトロール等より、各橋梁の損傷状況を判断しつ

つ、修繕時期の見直しを行っていきます。 

➣対象橋梁ごとの概ねの次回点検時期及び修繕内容・時期又は架替え時期は｢別表 1｣による。 

 

６．長寿命化修繕計画による効果 

○従来の『事後保全型の維持管理』（損傷が深刻化してから大規模な修繕を実施）から、『予防保 

全型の維持管理』（損傷状況を把握した上で早期の修繕を実施）に転換することで、橋梁の長寿 

命化及びコスト縮減を図ることができます。 

○粕屋町が管理する 122 橋について、将来の事業費予測を行った結果、修繕・架替えに要する経 

費については、今後 50 年で約 54 億円→28億円（－26 億円）となり、約 48％の縮減が見込ま 

れます。 

 

 

 

 

７．計画策定担当部署および意見聴取した学識経験者等の専門的な知識を有する者 

１）計画策定担当部署 

粕屋町 道路環境整備課 工務係 TEL：092-938-0198 

 

２）意見を聴取した学識経験者等の専門的な知識を有する者 

西日本工業大学 研究センター客員教授 早川 信介 

 

 



【別表１】 

対象橋梁ごとの概ねの次回点検時期及び修繕内容・時期又は架替え時期（その 1） 

 



対象橋梁ごとの概ねの次回点検時期及び修繕内容・時期又は架替え時期（その 2） 

 


